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前
任
者
の
井
上
博
氏
が
、
宗
議
会
議
員
就
任
に
伴
い
２
０
１

７
年
４
月
に
後
任
の
部
会
長
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
初
代
部
会
長
の
金
子
正
美
氏
か
ら
私
で
３
人
目
で
す
が
、

前
任
者
の
お
二
人
の
ご
活
躍
を
見
習
い
な
が
ら
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

さ
て
、
２
０
１
８
年
４
月
の
高
田
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百

五
十
回
御
遠
忌
法
要
ま
で
、
残
り
６
ヵ
月
と
な
り
ま
し
た
。
参

拝
部
会
で
は
御
遠
忌
円
成
に
向
け
て
、
受
付
係
、
駐
車
場
係
、

設
営
誘
導
係
、
接
待
係
の
４
つ
の
係
を
設
置
し
、
部
会
員
32
名

で
、
細
部
に
亘
り
、
各
係
の
仕
事
内
容
を
煮
詰
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
各
係
は
、
50
年
に
一
度
の
御
遠
忌
法
要
に
、
宗
祖
と

し
て
の
親
鸞
聖
人
に
お
遇
い
に
来
ら
れ
る
参
拝
者
の
た
め
に
、

思
い
を
ひ
と
つ
に
し
て
準
備
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。 

御
遠
忌
当
日
は
、ス
ム
ー
ズ
に
安
心
し
て
参
拝
で
き
る
よ
う
、

係
員
一
同
、日
々
努
力
を
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、

係
員
32
名
で
は
、
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
が
不
足
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
各
組
の
応
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
各
組
の
皆

様
に
は
何
卒
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

本
山
で
の
御
遠
忌
法
要
、
高
田
教
区
で
の
御
遠
忌
法
要
。
生

涯
に
お
い
て
二
回
の
御
遠
忌
法
要
に
遇
わ
せ
て
い
た
だ
く
我
々

に
と
っ
て
は
、
大
切
な
、
大
切
な
一
日
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

多
く
の
方
々
が
参
拝
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 
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～御修復のあゆみ～ 

仮設設置（正面） 仮設設置（側面） 

既存の屋根葺材をはがす（南面） 

妻足場の設置 

既存の屋根葺野地をはがす（南面） 

北西隅の野隅木の取替え 

棟に取付いていた八藤紋 
既存雪割りの下地確認 

http://takada-kyoku.jp/goenki/
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屋根葺替え完了（全景） 

妻壁の修理経過（南側） 避雷針設置工事 

屋根葺替え完了 

鬼板の八藤紋 
懸魚
げ ぎ ょ

脇の鰭
ひれ

（欠損部を制作） 

妻壁抱牡丹紋補修完了（南側） 妻壁抱牡丹紋補修完了（北側） 



 2017 年 10 月 1 日   第 17 号 (4) 

 

 
<御遠忌特設サイト> http://takada-kyoku.jp/goenki/ （『御遠忌通信』バックナンバーを閲覧できます） 

 

御 遠 忌 通 信 

第
２
回
お
待
ち
受
け
大
会
報
告 

◆
第
１
・
２
・
３
組
（
西
部
地
区
） 

２
０
１
７
年
４
月
15
日 

於
・
第
２
組
善
正
寺 

【
講 

師
】
橋
本 

真
氏
（
北
海
道
教
区
駐
在
教
導
） 

【
講 

題
】
「
私
は
ど
こ
で
生
き
て
い
る
の
か 

～
た
ず
ね
よ
う
真
宗
の
教
え
に
～
」 

【
副 

題
】
「
杖
と
大
地
」 

【
参
加
者
】
約
１
２
０
名 

【
要 

旨
】
私
た
ち
の
日
々
の
念
仏
は
、
「
悩
み
の
解

消
」
・
「
願
い
の
成
就
」
の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
念
仏

に
な
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
念
仏
を
橋

本
氏
は
、「
杖
の
念
仏
」
と
喩
え
て
い
る
。
立
ち
、
歩
く

手
段
と
し
て
の
杖
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
日
常
に
お
い

て
数
限
り
な
い
苦
悩
に
出
会
い
、
時
と
し
て
過
ち
も
犯

す
。
し
か
し
、

い
わ
ば
大
地
に

転
び
、
大
地
に

の
た
打
ち
回
る

私
た
ち
を
も
、

仏
は
救
っ
て
く

だ
さ
る
。
そ
ん

な
仏
の
本
願
を

信
ず
る
報
恩
の

念
仏
、
つ
ま
り

「

大

地

の

念

仏
」
こ
そ
が
、

真
宗
の
教
え
で

あ
る
。 

【
所 

感
】
前
回
に
引
き
続
き
、
橋
本
氏
に
よ
る
講
話

は
大
好
評
で
あ
り
、
参
加
者
も
倍
増
し
た
。
私
た
ち
は

聞
法
の
度
に
、
自
身
を
客
観
視
す
る
機
会
を
得
、
念
仏

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
意
識
を
実
感
で
き
る
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
教
区
御
遠
忌
に
向
け
て
の
お
待
ち
受

け
大
会
の
意
義
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。 

（
長 

砂
男
） 

◆
第
４
・
５
・
８
組 

２
０
１
７
年
４
月
29
日 

於
・
高
田
別
院 

【
講 

師
】
祖
父
江
佳
乃
氏
（
名
古
屋
教
区
有
隣
寺
） 

【
講 

題
】「
今
を
生
き
る 

親
鸞
聖
人
御
一
代
記
よ
り
」 

【
参
加
者
】
２
１
０
名 

【
要 

旨
】
説
教
使
・
祖
父
江
氏
に
よ
る
高
座
で
の
説

教
、
お
取
り
次
ぎ
で
あ
る
。
阿
弥
陀
様
の
お
心
を
聴
聞

さ
せ
て
頂
い
た
。
前
半
は
、
氏
の
幼
少
時
の
体
験
談
。

「
佳
乃
は
佳

子
の
代
わ
り

な
の
？
」
と

苦
し
い
涙
を

流
す
。
氏
の

祖
父
で
あ
る

省
念
氏
の
お

取

り

次

ぎ

「
阿
弥
陀
様

の
、
そ
の
ま

ま
来
い
よ
の

思
し
召
し
。
」

に
、
そ
の
時
、

別
の
涙
が
流

れ
、
お
腹
の
中
に
「
宗
教
」
が
備
わ
っ
た
。
後
半
は
、

親
鸞
聖
人
御
流
罪
時
の
あ
る
貧
村
で
の
御
物
語
。
貧
し

さ
故
に
売
ら
れ
て
ゆ
く
少
女
の
恐
怖
・
不
安
。
そ
の
少

女
を
支
え
る
の
は
、
聖
人
が
語
ら
れ
た
本
願
・
浄
土
の

お
話
。
涙
が
流
れ
た
。 

【
所 

感
】
研
修
会
後
、
祖
父
江
氏
の
感
想
は
、
高
田

教
区
か
ら
声
が
か
か
っ
た
と
き
「
高
田
教
区
に
行
く
の

は
怖
い
な
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
親
鸞
聖
人
の
御
流

罪
地
で
あ
り
、
聖
人
か
ら
御
教
化
を
受
け
た
人
達
の
地

だ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
人
達
に
出
会
う
の
か
」
と
い
う

怖
さ
で
す
。
聖
人
は
深
い
悲
し
み
を
も
っ
て
こ
の
地
に

流
罪
に
な
っ
て
来
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
の
悲
し
み
が
越

後
の
人
達
と
の
強
い
絆
と
な
っ
て
お
念
仏
が
伝
わ
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
こ
の
地
に
生
き
る
者

と
し
て
の
責
任
を
感
じ
た
次
第
で
す
。 

（
古
海
法
雲
） 

◆
第
６
組  ２

０
１
７
年
４
月
19
日 

於
・
高
田
別
院 

【
講 

師
】
北
條
賴
宗
氏
（
第
６
組
照
行
寺
） 

【
講 

題
】「
仏
道
に
捧
ぐ
」 

【
参
加
者
】
１
０
２
名 

【
要 

旨
】「
宗
祖
親
鸞
聖
人
」
を
テ
キ
ス
ト
に
お
待
ち

受
け
の
こ
と
ば
の
意
味
を
説
明
さ
れ
、
自
分
の
人
生
に

お
い
て
念
仏
の
教
え
を
ご
縁
の
あ
る
人
々
と
共
に
問
い

返
し
て
み
る
50
年
に
一
度
の
節
目
で
あ
る
と
括
ら
れ

た
。
第
９
章
に
お
い
て
は
、
親
鸞
聖
人
が
承
元
の
法
難

で
の
流
罪
、
そ
の
後
の
度
重
な
る
専
修
念
仏
禁
止
に
遭

い
な
が
ら
も
「
和
讃
」
を
も
っ
て
唱
え
た
こ
と
。
和
讃

六
首
の
内
容
で
は「
教
行
信
証
」は
道
程
、「
教
行
信
証
」

と
は
教
え
を
信
じ
て
私
が
実
行
す
る
こ
と
と
説
明
が
あ

http://takada-kyoku.jp/goenki/
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っ
た
。 

【
所 

感
】

昨
年
よ
り
正

信
偈
の
お
稽

古
を
組
全
体
、

各
ブ
ロ
ッ
ク

別
、
坊
守
会

に
お
い
て
数

回
行
っ
た
成

果
が
あ
り
、

お
つ
と
め
の

声
が
よ
り
大

き
く
本
堂
内

に
響
き
渡
っ

た
。
若
い
方

の
参
加
も
あ
り
、
次
の
50
年
後
の
御
遠
忌
に
継
承
し
て

い
た
だ
く
ご
縁
に
し
て
欲
し
い
と
願
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
南 

京
子
） 

◆
第
７
組  ２

０
１
７
年
５
月
８
日 

於
・
新
井
別
院 

【
講 

師
】
四
衢 

亮
氏
（
高
山
教
区
不
遠
寺
） 

【
講 

題
】
「
私
は
ど
こ
で
生
き
て
い
る
の
か 

～
た
ず
ね
よ
う
真
宗
の
教
え
に
～
」 

【
副 

題
】
「
凡
夫
は
、
す
な
わ
ち
、
わ
れ
ら
な
り
。
」 

【
参
加
者
】
１
２
４
名 

【
要 

旨
】「
無
病
息
災
・
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
」
自

分
の
要
求
を
満
た
す
こ
と
が
大
前
提
の
世
界
観
、
そ
れ

だ
け
が
求
め
ら
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
自
分
中
心
で

は
な
く
、
自
分
よ
り
広
い
世
界
観
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

迷
い
の
中
に
生
き
、
そ
の
迷
い
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ず
、
自
分
の
場
所
が
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
人

生
の
準
備
や
段
取
り
に
追
わ
れ
、
一
生
を
こ
こ
に
費
や

す
。「
生
ま
れ
る
」「
死
ぬ
」
に
段
取
り
は
な
い
。
何
を

し
に
生
き
た
の
か
。
要
が
な
い
。「
宗
（
む
ね
）」
が
な

い
。「
宗
」
と
は
、
私
が
人
と
し
て
生
ま
れ
、
人
と
し
て

生
き
る
中
心
。
生
活
の
中
で
「
宗
」
が
問
わ
れ
続
け
る

営
み
に
「
宗
教
」
が
あ
る
。 

【
所 

感
】

講
義
で
は
、

凡
夫
の
「
闇
」

と
、
闇
を
破

す

る

仏

の

「
光
」
を
確

か

め

ら

れ

た
。
闇
の
中

に
い
る
凡
夫

で
あ
る
こ
と

を
認
め
た
く

な
い
、
良
い

格
好
を
し
た

い
。
そ
し
て

親
鸞
の
言
葉

で
さ
え
も
、

自
分
の
要
求

を
満
た
す
道

具
と
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
御
遠
忌
テ
ー
マ
を
後

回
し
に
し
、
逃
げ
て
い
る
の
が
私
の
現
状
で
あ
ろ
う
と

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

（
尾
﨑
彰
秀
） 

◆
第

11
・

12
・

13
組
（
東
部
地
区
） 

２
０
１
７
年
４
月
16
日 

於
・
吉
川
多
目
的
集
会
場 

【
講 

師
】
草
間
法
照
氏
（
三
条
教
区
勝
覺
寺
） 

【
講 

題
】「
宗
祖
親
鸞
聖
人
に
遇
う 

―
本
願
に
遇
う
―
」 

【
参
加
者
】
１
４
８
名 

【
要 

旨
】「
仏
さ
ま
は
な
ぜ
存
在
す
る
の
か
」
と
い
う

五
歳
の
園
児
の
問
い
か
ら
始
め
ら
れ
た
。 

本
当
の
幸
せ
に
導
く
の
が
仏
教
で
あ
る
の
だ
が
、
私

た
ち
は
、
そ
の
仏
の
説
く
教
え
を
信
じ
ら
れ
る
か
と
言

わ
れ
る
。
第
十
八
の
本
願
を
信
じ
ら
れ
る
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。 

念

仏

だ

け

で

よ

い

の
か
、
信
じ

が

た

い

と

す

る

私

た

ち

の

た

め

に

用

意

さ

れ

誓

わ

れ

た

二

つ

の

願

。

第

十

九
、
第
二
十

願

に

よ

っ

て

本

当

の

依
り
処
で
あ
る
本
願
に
導
こ
う
と
す
る
仏
説
。 

宗
祖
親
鸞
聖
人
に
遇
う
と
い
う
こ
と
は
、
聖
人
を
通

し
て
本
願
に
遇
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
、
と
教
え
ら

れ
た
。 
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【
所 

感
】
仏
教
、
本
願
、
念
仏
と
い
う
こ
と
を
、
分

か
り
や
す
く
お
話
し
し
て
下
さ
っ
た
。 

さ
り
げ
な
く
話
さ
れ
た
第
十
九
、
第
二
十
願
だ
が
、

い
ざ
ご
門
徒
の
皆
さ
ん
に
お
話
し
し
よ
う
と
思
う
と
、

私
に
は
手
も
足
も
で
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
伝
え
る
こ

と
の
難
し
さ
を
再
確
認
さ
せ
て
頂
い
た
。 

「
分
か
っ
て
も
、
分
か
ら
ん
で
も
念
仏
申
し
な
さ
い
」

と
い
う
信
國
先
生
の
言
葉
が
心
に
残
っ
た
。 

（
山
越
英
隆
） 

第
３
回
お
待
ち
受
け
大
会
情
報
（
予
定
） 

◆
第
１
・
２
・
３
組
〔
西
部
地
区
〕 

日
時 

10
月
21
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時 

会
場 

第
３
組
西
性
寺
（
糸
魚
川
市
木
浦
） 

講
師 

橋
本 

真
氏
（
北
海
道
教
区
駐
在
教
導
） 

◆
第
４
・
５
・
８
組 

日
時 

10
月
22
日
（
日
）
13
時

30
分
～
16
時
30
分 

会
場 

高
田
別
院 

講
師 

祖
父
江
佳
乃
氏
（
名
古
屋
教
区
有
隣
寺
） 

◆
第
６
組 

日
時 

11
月
５
日
（
日
）
14
時
～
16
時
15
分 

会
場 

高
田
別
院 

講
師 

今
泉
温
資
氏
（
三
条
教
区
往
生
人
舎
主
宰
） 

◆
第
７
組 

日
時 

11
月
18
日
（
土
）
13
時
～
16
時 

会
場 

新
井
別
院 

講
師 

四
衢 

亮
氏
（
高
山
教
区
不
遠
寺
） 

◆
第
11
・
12
・
13
組
〔
東
部
地
区
〕 

日
時 

９
月
24
日
（
日
）
14
時
～
16
時
45
分 

会
場 

第
13
組
淨
泉
寺
（
上
越
市
夷
浜
） 

講
師 

草
間
法
照
氏
（
三
条
教
区
勝
覺
寺
） 

教
区
御
遠
忌
記
念
俳
句
大
会
報
告 

前
日
の
出
水
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
大
会
で
あ

っ
た
が
、
７
月
２
日
は
溽
暑

じ
ょ
く
し
ょ

な
が
ら
も
、
遠
近
各
地
よ

り
40
名
の
参
加
を
得
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

御
修
復
成
っ
た
別
院
大
門
や
、
親
鸞
聖
人
縁

ゆ
か
り

の
居
多

ヶ
浜
や
浄
興
寺
を
吟
行
し
、句
作
。投
句
締
め
切
り
後
、

荷
葉
一
浩
輪
番
よ
り
教
区
御
遠
忌
テ
ー
マ
を
も
と
に
法

話
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
互
選
に
よ
り
、
俳
句
会
が
行

わ
れ
た
。 

≪

各
選
者
の
優
秀
作
品≫

 

【
井
澤
秀
峰
選
】 

山
門
の 

十
二
支
彫
や 

梅
雨
涼
し 

飯
塚
秋
子 

【
市
川
輝
子
選
】 

寺
廻
る 
傘
を
杖
と
し 

日
傘
と
し 

駒
形
隼
男 

【
木
村
杉
花
選
】 

七
月
の 

佳
き
日
御
遠
忌 

佳
き
句
会 

藤
井
敏
子 

【
坪
野
邦
子
選
】 

お
念
仏 

発
祥
の
地
の 

海
開 

藤
原 

哲 

【
駒
形
隼
男
選
】 

親
鸞
像 

暗
く
灯
し
て 

梅
雨
の
寺 

中
澤
一
好 

【
安
原
葉
選
】 

一
門
徒 

一
俳
人
に 

堂
涼
し 

藤
戸
千
代
子 

【
輪
番
賞
】 

寺
町
の 

寺
そ
れ
ぞ
れ
の 

夏
木
立 

古
閑
幸
枝 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
忙
し
い
中
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
し
た
皆
様
、
選
者
先
生
に
は
衷
心
よ
り
篤
く
御
礼

申
し
上
げ
報
告
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

合
掌 

（
大
会
長 

小
林
義
之
）

http://takada-kyoku.jp/goenki/
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≪高田教区宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌法要≫   2018 年 4月 18 日～21 日【高田別院】 

4 月 23 日～24 日【新井別院】 

御 遠 忌 通 信 

 
 

※団体参拝は全８座（高田別院６座、新井別院２座）

門首ご夫妻
歓迎の集い

結願日中
【御参修】
(約120分)

結願日中
【御親修】
(約120分)

会場

日付 4月22日(日) 4月23日(月) 4月24日(火)4月18日(水) 4月19日(木) 4月20日(金) 4月21日(土)

高　田　別　院
[220名]

団参到着
(日中)

席
数

(

各
組
団
参
・
一
般
参
拝

)

11組(80名)
12組(80名)
一般(60名)

6組(100名)
7組(40名)
一般(80名)

3組(100名)
13組(40名)
一般(80名)

1組(40名)
4組(40名)
13組(40名)
一般(100名)

日
中

逮
夜

一般(220名)

9:30

8組(120名)
一般(100名)

2組(40名)
5組(80名)

一般(100名)

帰敬式受付

8:30
団参到着

(日中)

新　井　別　院
[300名]

上越文化会館
[1,200名]

1組(40名)
2組(30名)
3組(80名)
4組(40名)
5組(80名)
6組(150名)
7組(40名)
8組(120名)
11組(40名)
12組(40名)
13組(80名)
一般(460名)

一般(300名)

1組(20名) 4組(30名)
5組(30名) 7組(100名)
8組(30名) 11組(20名)
12組(20名) 一般(50名)

2組(30名) 3組(30名)
6組(40名) 7組(100名)
13組(20名) 一般(80名)

12:00

12:30

13:00

17:00

17:30

記念式典

団参到着
(逮夜)

結願逮夜
御俗姓

【御参修】
(約90分)

法話⑧
［尾﨑秀行氏］

（約50分)

9:00

団参到着
(日中)

中逮夜
【同朋唱和】

(約40分)

13:30

初逮夜
(約70分)

法話③
［藤島 直 氏］

（約50分)

10:00

10:30

11:00

11:30

御伝鈔
[上巻・下巻]
(約120分)

法話①
［北條賴宗氏］

（約50分)

15:00

15:30

16:00

16:30

庭儀
(約40分)

法話⑨
［鷲嶺紀文氏］

（約50分)

中日中
【同朋唱和】

(約40分)

法話⑦
［井上 円 氏］

（約40分)

法話④
［居多德恵氏］

（約50分)

結願逮夜
御俗姓

【御参修】
(約90分)

法話⑤
［老野生淳一氏］

（約50分)

団参到着

教区記念大会

音楽法要
【同朋唱和】

伝統声明の紹介
【坂東曲】

記念講演
【一楽 真 氏】

帰敬式
(約50分)

団参到着
(日中)

本堂屋根修復落慶
法要　兼　恵信尼公
七百五十回忌法要

(約100分)

19:00

(12:30開場)

初日中
(約90分)

法話②
［渡邉智子氏］

（約50分) 団参到着
(逮夜)

大門落慶法要
(約80分)

記念式典

団参到着
(逮夜)

帰敬式説明

法話⑥
［龍池 修 氏］

（約40分)

庭儀
(約40分)

団参到着
(逮夜)

18:00

18:30

14:00

14:30

晨朝法要について
高田別院は4月19日（木）から4月21日（土）まで、新

井別院は4月24日（火）、各日午前7時より晨朝法要が勤

まりますのでお参りください。

下記の通り、高田教区宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌法要の詳細日程と、各組団体

参拝日およびその席数が決定しました。また、団体参拝以外の一般参拝の席も用意し

ております。ただし、駐車場に限りがありますので、お車でお越しの際はできるだけ

乗り合わせていただくようお願い致します。ご不明な点はお問い合わせください。 

（高田別院 ℡ 025-523-2465  新井別院 ℡ 0255-72-2519） 



 2017 年 10 月 1 日   第 17 号 (8) 
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御 遠 忌 通 信 

御
遠
忌
お
待
ち
受
け
真
宗
落
語
開
催
の
中
止
に
つ
い
て 

御
遠
忌
通
信
第
16
号
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
三
遊
亭
白
鳥
氏
に
よ
る
真
宗
落
語
で
す
が
、
開
催
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
有
縁
の
方
々
に
も
お
知
ら
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
高
田
・
新
井
両
別
院
の
報
恩
講
に
お
い
て
、

鈴
木
君
代
氏
・
天
白
真
央
氏
に
よ
る
教
区
御
遠
忌
お
待

ち
受
け
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
高
田
別
院
】 

日 

時 

10
月
８
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時 

【
新
井
別
院
】 

日 

時 

11
月
３
日
（
祝･

金
）
15
時
～
16
時 

部
会
・
委
員
会
等
進
捗
状
況 

【
教
化
部
会
】 

第
７
回 

期
日 

５
月
18
日 

法
要
期
間
中
の
講
師
の
選
定
に
つ
い
て
協
議
。 

【
行
事
広
報
部
会
】 

第
17
回 

期
日 

５
月
25
日 

諸
行
事
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
。 

第
18
回 

期
日 

６
月
15
日 

真
宗
落
語
開
催
の
中
止
に
つ
い
て
。 

【
財
務
部
会
】 

第
11
回 

期
日 

６
月
８
日 

特
別
懇
志
、
記
念
品
、
総
予
算
に
つ
い
て
協
議
。 

【
参
拝
部
会
】 

第
９
回 

期
日 

６
月
16
日 

受
入
体
制
に
つ
い
て
の
協
議
。 

【
常
任
委
員
会
】 

第
17
回 

期
日 

６
月
26
日 

各
部
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。
予
決
算
に
つ
い

て
。 

【
推
進
委
員
会
】 

第
11
回 

期
日 

７
月
19
日 

各
部
会
の
事
業
に
つ
い
て
報
告
。
御
遠
忌
特
別
会

計
予
決
算
に
つ
い
て
承
認
し
た
。 

【
広
報
実
行
委
員
会
】 

第
31
回 

期
日 

７
月
13
日 

第
32
回 

期
日 

８
月
25
日 

御
遠
忌
通
信
第
17
号
編
集
。
広
報
に
つ
い
て
協
議
。 

＊
＊
完
納
御
礼
＊
＊ 

高
田
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
懇
志

金
を
ご
進
納
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
こ
に
、
ご
完
納
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寺
院
名
を
ご

披
露
し
、
お
礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

第
２
組 
萬
德
寺 

第
３
組 

西
性
寺 

第
４
組 

隨
念
寺 

第
５
組 

西
榮
寺 
寳
善
寺 

第
６
組 

照
行
寺 

安
養
寺 

本
淨
寺 

光
照
寺 

第
11
組 

專
敬
寺 

第
12
組 

西
忍
寺 

第
13
組 

德
專
寺 

（
２
０
１
７
年
５
月
１
日
～
８
月

31
日
） 

以
上
12
ヵ
寺 

な
お
、
右
記
を
含
め
８
月
31
日
現
在
の
完
納
寺
院
は

２
２
６
ヵ
寺
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
も
51

ヵ
寺
か
ら
懇
志
金
を
ご
進
納
い
た
だ
い
て
お
り
、
収
納

総
額
は
２
億
３
５
４
１
万
３
１
０
０
円
（
御
依
頼
額
の

90
．
９
％
）
で
す
。 

各ブロックお待ち受け大会、その他

行事等、または教務所窓口で販売し

ております。大口注文は注文用紙を

ご利用下さい。（御遠忌特設サイト

でもダウンロードできます） 

NEW 

新
た
に
ノ
ー
ト
、
手
ぬ
ぐ
い
が
加
わ
り
ま
し
た
。 

先
日
、
ご
門
徒
さ
ん
の
七
回
忌
法
要
を
行
な
っ
た
。
そ

の
方
は
私
が
本
山
へ
住
職
修
習
を
受
け
る
当
日
に
亡
く

な
ら
れ
た
。
葬
儀
式
等
は
全
て
実
家
に
任
せ
、
そ
の
後
の

忌
中
参
り
に
伺
っ
た
。
当
時
、
中
学
２
年
生
だ
っ
た
息
子

さ
ん
が
、
今
は
も
う
立
派
な
社
会
人
と
な
り
帰
省
し
た
姿

を
見
て
、
あ
ま
り
の
時
の
早
さ
に
驚
愕
し
た
。
大
切
な
方

の
死
を
通
し
、
故
人
よ
り
何
を
願
わ
れ
て
い
る
の
か
。
そ

こ
に
気
づ
か
さ
れ
て
、
初
め
て
阿
弥
陀
仏
に
出
遇
う
の
で

は
。
そ
の
出
遇
い
が
な
い
事
に
は
、
い
く
ら
宗
祖
親
鸞
聖

人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
法
要
と
言
え
ど
、
他
人
事
に
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

迎
え
ら
れ
る
よ
ろ
こ
び
を
一
人
で
も
多
く
の
方
と
共
有

し
て
い
き
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
平
出
文
勇
） 

http://takada-kyoku.jp/goenki/

